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算数の学習におけるICTの利用
金子　尚弘
　平成23年度から実施される新「小学校学習指導
要領」には、現行の指導要領で消えたいくつかの
単元が復活し、算数の時間数は６年間で142時間
増加することとなった。この時間数に見合った教
育内容を、基礎的・基本的な知識・技能の確実な
定着のために、発達や学年の段階に応じた反復（ス
パイラル）指導と、平成10年から導入された「算
数的活動」指導に、言葉、数、式、図を用いて考
え、説明する活動や目的に応じて表やグラフを選
び、活用する活動なども含めて行うことが求めら
れている。更に、言語活動も重視されるようになっ
た。この改定の背景には、ＯＥＣＤ（経済協力開
発機構）のＰＩＳＡ調査や、その他の各種の調査
から日本の児童生徒について次のような課題が指
摘されているからである。
①思考力・判断力・表現力等を問う読解力や記
述式問題、知識・技能を活用する問題が不得意
②読解力で成績分布の分散が拡大しており、そ
の背景には家庭での学習時間などの学習意欲、学
習習慣・生活習慣が低下
③自分への自信の欠如や自らの将来への不安、
体力の低下
　このような課題を解決する手段としてICT
（Information and Communication Technology）
は有効であろうか。現在、学校ICT環境整備事業
の推進によって多くの小学校にコンピュータ等が
導入され、教員のほとんどが、それらの機器を使
いこなせるようになった今、ICTの活用は、教室
においては「プリントと黒板だけではない教育方
法」という本質的な改善の問題に直面していると
いえるであろう。本稿は、算数科を中心とした
ICT活用の問題に関するノートである。
算数とICT活用の現状
　日本のICT活用は、ICT環境整備の予算が少な
い、ICTを利活用する有用性について認識されて
いない、その結果授業でのICT利活用が進まない、
という悪循環に陥っているという指摘もある。し
かし、その状況は少しずつではあるが変わりつつ
あると言えよう。
　清水（2006）が、メディア教育センターが実施
した調査の中で、初等中等教育におけるICT活
用に関する報告によれば、算数の結果は、ICT
を活用した場合が活用しない場合よりも、5.9ポ
イント高い成績で有意に差があることを示したと
いう。
　また、日本教育新聞社2009年10月19日版には、
ICTの活用と子どもの学力の相関関係についての
初の全国規模の調査分析データが掲載された。文
科省委託事業として「教育の情報化実態に関する
データを補完的に用いた調査分析について」と題
して文科省の専門家会議で配布されたものであ
る。この調査では普通教室のプロジェクター設置
率に着目し、１教室に１台以上（設置率１以上）、
２教室に１台以上（設置率0.5以上１未満）など
５段階に分類し、ICTを活用した授業の実施状況
と学力調査の国語、算数の正答率との関連を調べ
たものである。
　報告によると、算数では、設置率0.5以上の場
合、活用が「週１回以上」の回答では、平成20年
度「全国学力・学習状況調査」のＢ問題平均正答
率が53.1％、「ほとんど、または全く行っていない」
が51.4％という結果が出た。調査を担当した横浜
国立大学の野中陽一准教授らによれば、プロジェ
クターの整備率が高いほど活用頻度も上がるとい
7う明確な傾向が見られたという。一方、ICT活用
頻度の高い学校ほど補充的・発展的な学習指導を
行っている割合も高かったことから、「ICT活用
の効果が、こうした他の教育方法との組み合わせ
によって現れた可能性もある」としている。
　廣原(2007)らは、ICTの効果的活用に関する研
究の中で、算数授業における実践的な利用を取り
上げ、次のような場面での機器の利用を提案して
いる。
課題プリントの説明や解答（書画カメラ）
基礎計算練習（ＰＣ）
基本用語の反復練習（ＰＣ）
学習内容の説明（書画カメラ）
事象提示（書画カメラ、ＰＣ）
シミュレーション（ＰＣ）
問題の解答及び解法の説明（書画カメラ）
学習内容の再説明補足（書画カメラ、ＰＣ）
解き方の説明（書画カメラ、子ども自身で）
学習内容の再提示（書画カメラ、ＰＣ）
学習成果の提示（書画カメラ）
　上述のような機器の活用によって、黒板やノー
ト、ワークシートなどの説明では分かりにくい内
容を多彩に表現でき、そのため子どもたちの興味
関心を惹きつけ、授業への集中力が高められる結
果、理解度が高められると考えられるという。そ
こで廣原らはICTを毎時間、学ぶ道具として自然
に活用することを意識して、次の４点を工夫、実
践している。
①毎時間のＩＣＴ活用の位置づけ
②コンピュータに偏らない機器の活用
③ICT活用の環境作り
④既存のソフトと自作ソフトの併用
　この結果、３、４年生に対する単元末テストで、
知識・理解領域で、算数用語の理解や公式の記入、
解き方の説明の部分に大きく向上が見られたとい
う。また数学的な考え方の領域においては、計算
の過程を説明したり、問題作りを行ったりする部
分で、記述が以前より正確になってきているなど
の効果が見られたという。
　重松ら（2008）は、ICTを問題解決学習に活用
することを試みている。特に「わかりにくい抽象
的な概念や思考のイメージ化が難しい内容」、「実
体験や見ることが難しい内容」について、パワー
ポイントなどのプレゼンテーションソフトのもつ
よさを生かした教材開発を試みている。重松らは
デジタルコンテンツの優れた特性として。①学習
意欲を高めることができる。②基礎基本の徹底を
図る。③学習活動を活発にする。④コンテンツそ
のものの加工が容易である。⑤保存が容易である。
⑥共有が容易である。という６点を挙げている。
　授業後の算数作文からは、自分たちの身の回り
にありそうなことが、題材として取り上げられて
いることへの興味関心の高揚や、難しそうに思え
た問題が解法の糸口が見つかることによりスッキ
リ解ける嬉しさを味わっていることが伺え、算数
の言語化へ成果が見られたという。
　服部ら（2007）は、意識調査および観察法によ
る児童の実態から、ICTが算数の学習において、
次のような点で有効であると考えている。
①学校や家庭において、一人ひとりの児童に応じ
て、以前の学年や学期に学習したことをいつで
も復習できる
②学校や家庭において、授業で学習したことを何
度も復習したり、同じ難易度の問題で復習した
りできる
③学校や家庭において、チャレンジ問題に取り組
める
④その場で採点し、わからないところをその場で
解決できる
⑤できた問題を量的に示して、成就感・達成感に
結びつけることができる
⑥自己評価を記録し、次の学習活動を自己決定で
きる
⑦学校での学習と家庭での学習の記録が自分で、
および教員が確認できる
　以上のように、算数におけるICTの活用は、新
学習指導要領が求める、前の学習を確認しながら
次へ進むというスパイラルによる繰り返し習得、
8身の回りの事柄を取り上げながら考え、言語に
よって表現するという習慣を獲得するために有効
であると言うよりも不可欠であると考えられるの
である。
算数教材とICT
　算数教育におけるICTの利用は、他の初等教育
の教科に比較してもっとも有効に用いられている
といえるであろう。もともと算数の基本は数およ
び図形を扱うことであって、コンピュータ処理の
得意分野である。そのため多くの数学教育の資産
が蓄積されてきた。もっとも初期のコンピュータ
は、難解なコンピュータ言語を克服しなければ使
えないか、文字を基本としたコミュニケーション
手段として発展したので、「算数」の教育、学習
に有効な教材を作成できるようになったのはここ
十数年である。
　初等教育で用いられる教材は、教科にかかわら
ず、次の２つに大別することができる。
　①プリント教材
　②インタラクティブなFlash等を用いた教材
　プリント教材は、WEB上で閲覧、あるいはダ
ウンロードして印刷利用が可能な教材である。現
在、WEB上には国語、算数、理科の教材を中心に、
大量の教材が提供されている。
　算数教材の場合は、プリント教材、Flash等の
教材ともさらに次の４つに分類される。
①数と計算問題
②量の測定
③図形問題
④数量の関係
　新学習指導要領では単元が増加し、特に第５、
６学年では新しく加わる内容が最も多く、多くの
教材が必要となるであろう。まず、「数と計算」
では「分数の乗・除」や「小数同士の乗・除」が
第５学年に現れ、簡単な分数は２年生で学習する。
また同分母分数の加・減の計算、乗数や除数が整
数である場合の乗・除の計算まで第４学年で学習
する。その学習を前提として、第５学年では、「分
数の乗・除」や「小数同士の乗・除」、さらに現
在は第６学年にある「異分母分数の加・減の計算」
を学ぶことになるのである。このように新学習指
導要領では、小数・分数の学習を再構成すること
で系統性のあるカリキュラムになっているが、こ
の系統性に沿ったスパイラル（反復学習）を意識
しての指導が必要となるとともに、この段階での
つまずきを防ぐことは学習上重要な課題となるの
である。
スパイラル指導におけるスモールステップとICT
の活用
　算数の学習にはスモールステップの考え方はか
かせない。
　スモールステップとは、単に進度を緩めて少し
ずつ教えるという意味ではない。学習者が60％か
ら70％程度正答できる課題を与えることである。
当然、このスモールステップは学習者ごとに異な
るものである。上位者のステップは大きく、下位
者のステップは小さくなる。少なくとも特別支援
学級や学校においては、いくつかの設問を用意し
て、学習者の理解の程度を注意深く観察すること
が必要である。また、算数・数学が具象から抽象
へと向かうことを考えると、具象の世界に長く留
まり過ぎ、具体的なもので考えることを過剰に学
習してしまい、抽象的な考え方ができなくなるこ
とを考慮して、100％の回答ができる段階に長く
留めないことが必要である。つまりステップは上
へ上へと延びていなければならない。実際には、
ステップを単に積み上げるのではなく、最終的な
目標から、ステップを下ろすというイメージであ
る。このようなステップを学習者ごとに準備す
ることを考えると、ICTの活用は不可欠である。
ICTを活用した学習システムでは、学習者ごとの
正答率、誤答の分析をリアルタイムで行うことに
よって、誤答の再発を抑制し次のステップへの切
り替えをスムーズに行うことができる。
　新学習指導要領には、第１学年における数に関
する目標は次のように記述されている。
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ての感覚を豊かにする。数の意味や表し方につい
て理解できるようにするとともに、加法及び減法
の意味について理解し、それらの計算の仕方を考
え、用いることができるようにする。
（2）具体物を用いた活動などを通して、量とその
測定についての理解の基礎となる経験を重ね、量
の大きさについての感覚を豊かにする。
　学習指導要領に記述された、「数に関する感覚」
には、図１のような等価性の獲得が含まれる。多
くの場合、指導要領に例示されるように、まず初
めに具体物と数字の関係を学ぶことになる。
　　＝　３
　図１　数の意味
　算数指導におけるスモールステップは、この段
階から必要である。特に対称性、すなわち３個の
リンゴが「３」であらわされることと、「３」が、
３個のリンゴや、その他さまざまな具体物を表わ
すことが理解されなくてはならない。
　また後述する分数を考えるとき、「３」は全て
という意味においては「１」となることも体験し
なければならない。早い段階で、「１」の意味の
理解は重要な意味を持つ。全ての数、量が基準と
しての「１」となることを、さまざまな場面で習
得しておくために、スパイラルを繰り返すことが
必要である。
　更に、具体物の世界では、ヒツジと机を、足し
たり引いたりすることはできないが、表などの項
目といった抽象的な単位に変換することによっ
て、加減を可能にすることは、抽象への重要なス
テップでもある。
　学習指導要領にある「数、量の感覚を豊かにす
る」という目的を達成するためには、豊富な場面
を経験させることができるICTを活用することは
意味があるであろう。例えば、所有物を列挙する
場合に、いくつの欄が必要かを考える時、ICTの
一つであるコンピュータを使っての作表などは、
具体的な事物を、具体的な表を媒介としてシンボ
ルを用いた抽象的な概念へと導く絶好のステップ
である。
指導内容の高度化と要因の増加
　算数科指導の難しさは、扱う要因が増加するこ
とによって、内容が急に難しくなることである。
足し算、引き算の流れから、掛け算、割り算では、
要因がひとつ増えることになる。加減算では、「具
体的なもの」だけが増減するのであるが、乗除算
では、掛ける数、割る数が加わる。さらに、掛け
算では答えの数は、掛けられる「具体的なもの」
と同じとなるが、割り算では、答えの数が、割ら
れる数と異なる「具体的なもの」と考えることが
できるという曖昧さが加わる。例１では、割る数
はリンゴの個数であり、答えは人数である。例２
では割る数は人数であり答えは個数である。第４
学年では、この二つの例の関係、すなわち包合除
と等分除を、交換法則も含めて理解していなくて
はならない。この段階での曖昧さを解決しないま
ま次の段階へ進む結果、分数計算でのつまずきが
生じるのではないかとも考えられるのである。ス
モールステップを的確に構成して、割る数が意味
するものを明確に教えるためには、板書だけでは
なく、豊富な例を組み替えて提示できるICTは有
効な手法である。
例１　６個のリンゴがある。リンゴを３個ずつ配
ると何人（答え）に配れるか？
（６個の中に、３個はいくつ包合されるか）
６÷３=　　　答えは２人
？
　　
例２　６個のリンゴがある。３人で分けると何個
10
（答え）ずつ配れるか？
（６個は、３で等分するといくつか）
６÷３=　　　答えは２個ずつ
 
？　　　　？　　　　？
　ICTを活用すると、上記のような視覚教材を用
いて、生徒からの質問、提案などを取り上げなが
ら、視覚情報を変化させることができる要因相互
の情報を的確に提示することが可能となるのであ
る。
分数の割り算（分数除）の理解
　算数は、生徒がつまずきやすく、その段階から
なかなか前に進めない教科である。最近問題とさ
れる、「分数のできない大学生」も、小学校での「つ
まずき」が原因と考えられる。
　新学習指導要領では、第５学年で分数の意味や
表し方についての理解を深めるとともに、異分母
の分数の加法及び減法の計算の仕方を考え、それ
らの計算ができるようにするとされている。また、
乗数や除数が整数である場合の分数の乗法及び除
法の計算、分数の計算については、真分数をはじ
め、仮分数や帯分数を含むものも指導することと
なっている。また、この指導において、いたずら
に複雑な計算を課するのではなく、分数の計算を
生活や今後の学習へ活用できるようにすることを
重視する必要があるとされている。
　また学習指導要領では「算数的活動」として、
分数についての計算の意味や計算の仕方を、言葉、
数、式、図、数直線を用いて考え、説明する活動
を行い、既習の学習を基にしながら数学的に表現
する能力を育てたり、根拠を明らかにして論理的
に考える態度を伸ばしたりすることが求められ
る。つまり分数の乗法や除法の計算の意味を、分
数に整数をかけたり割ったりする乗法や除法の計
算の意味を用いて考え、説明することとしている。
　学習指導要領解説には例として「１ｍの重さが
３／４㎏の棒があります。この棒２／３ｍの重さ
は何㎏でしょうか。」という問題があり、「㎏を１
とみたときに当たる重さ」と言葉で表したり、分
数の乗法、除法（分数）×（整数）、（分数）÷（整数）
の指導や、(分数)×(整数)、(分数)÷(整数)の意
味を、これまでの整数の乗法及び除法と同じ考え
方で説明する。あるいは乗法の意味を、同じ数を
何回も加える累加として考えたり、基準とする大
きさとそれに対する割合から、その割合に当たる
大きさを求める計算と考えたり、除法の意味を、
乗法の逆で、割合を求める場合と基準にする大き
さを求める場合で説明できると解説している。
　しかし分数除は、多くの教育場面で、単なる計
算技術として片づけられ、2/3÷4/5のような分数の
割り算では、意味を考えるよりも、逆数として掛
け合わせる計算法を学ぶだけで良いという考え方
もあるという。植村（2007）は、「算数・数学教
材考（１）」の中で、分数除の諸側面を論じている。
この中で、分数除を教える必要性を疑問視する意
見や、分数除を具体的に教える必要性はないとい
う意見、また、多くの教師が生徒の疑問に答えら
れない現状を報告している。
　植村が指摘するように、割り算学習の流れを重
視して、前の学習で習った割られる数（非除数）
の中に、割る数(除数)がいくつあるのかという考
えの続きとして考える場合と、等分に分けるとい
う考えがある。ここでは、割り算が具体的な物で
表すことができる割られる数と、同じ具体的な物
である割る数で考えるという一貫した流れが、よ
り重要となる。
例３　３分の２の枡目がある。９分の２の枡目は
いくつ（答え）入るか？
（３分の２の中に、９分の２はいくつ包合
されるか）
　非除数と除数が同じものの分割されたものであ
る場合。例１と同じ包合除である。ここでは、非
除数と除数は同種なので、「リンゴと同じように」
ひとつの枡は同じサイズである。
　また、ここでは９個の枡が「１つ」の大枡となっ
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ている。スモールステップの考え方を取り入れる
のであれば、９個の枡が組み合わさって「１」組
となることを理解することをステップの１つとし
て考えることが必要である。
り割ったりする乗法や除法の計算の意味を用いて考え、説明することとしている。 
例として「１ｍの重さが３／４㎏の棒があります。この棒２／３ｍの重さは何㎏でしょ
うか。」という問題があり、「㎏を１とみたときに当たる重さ」と言葉で表したり、分数の
乗法，除法（分数）×（整数），（分数）÷（整数）の指導や、(分数)×(整数)，(分数)÷(整
数)の意味を、これまでの整数の乗法及び除法と同じ考え方で説明する。あるいは乗法の意
味を、同じ数を何回も加える累加として考えたり，基準とする大きさとそれに対する割合
から，その割合に当たる大きさを求める計算と考えたり、除法の意味を、乗法の逆で，割
合を求める場合と基準にする大きさを求める場合で説明できると解説している。 
しかし分数除は、多くの教育場面で計算技術として片づけられ、  のような分数の
割り算では、意味を考えるよりも、逆数として掛け合わせる計算法を学ぶだけで良いとい
う考え方もあるという。植村(2007)は、「算数・数学教材考（１）」の中で、分数除の諸側面
を論じている。この中で、分数除を教える必要性を疑問視する意見や、分数除を具体的に
教える必要性はないという意見、また、生徒の疑問に答えられない現状を報告している。 
植村が指摘するように、割り算学習の流れを重視して、前の学習で習った割られる数（非
除数）の中に、割る数(除数)がいくつあるのかという考えの続きとして考える場合と、当分
に分けるという考えがある。ここでは、割り算が、具体的な物で表すことができる割られ
る数と、同じ具体的な物である割る数で考えるという一貫した流れが、より重要となる。 
例３ ３分の２の枡目がある。９分の２の枡目はいくつ（答え）入るか？ 
   （３分の２の中に、９分の２はいくつ包合されるか） 
非除数と除数が同じものの分割されたものである場合。例１と同じ包合除である。ここ
では、非除数と除数は同種なの 、「リンゴと同じように」ひとつの枡は同じサイズである。 
また、ここでは９個の枡が「１つ」の大枡となっている。 
   
   
   
２／３   ÷  ２／９  ＝  ３ 
例４ 1ｍの重さが 3/4 ㎏の棒があります。この棒 2/3ｍの重さは何㎏（学習指導要領解
説） 
                     3／4 kg 
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                      ？ kg 
     2／3ｍ 
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除数）の中に、割る数(除数)がいくつあるのかという考えの続きとして考える場合と、当分
に分けるという考えがある。ここでは、割り算が、具体的な物で表すことができる割られ
る数と、同じ具体的な物である割る数で考えるという一貫した流れが、より重要となる。 
例３ ３分の２の枡目がある。９分の２の枡目はいくつ（答え）入るか？ 
   （３分の２の中に、９分の２はいくつ包合されるか） 
非除数と除数が同じものの分割されたものである場合。例１と同じ包合除である。ここ
では、非除数と除数は同種なので、「リンゴと同じように」ひとつの枡は同じサイズである。 
また、ここでは９個の枡が「１つ」の大枡となっている。 
   
   
   
２／３   ÷  ２／９  ＝  ３ 
例４ 1ｍの重さが 3/4 ㎏の棒があります。この棒 2/3ｍの重さは何㎏（学習指導要領解
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　学習指導要領解説にある例３の説明には、「重
さが3/4㎏の１ｍの棒を見て、これを３等分して、
その二つ分が2/3ｍの重さになることを説明する。
このことを式に表すと、3/4÷3×2になる。
　ここでも、既習の分数÷整数、分数×整数を基
にして、根拠を明らかにして論理的に考える態度
を伸ばすことになる」とされている。このような
課題を指導する場合に、１ｍとするだけではなく、
全てという意味を含めて論理としての「１」の意
味を理解させ、更に生徒の疑問に答えながら視覚
教材を自在に変更し、確実に分数の意味を理解さ
せることが重要である。このような算数教材のイ
ンターネット上の蓄積が、小学校教育の現場を支
援することになるであろう。
算数の教育法、および算数教材とICT活用情報
　インターネット上で提供される情報は、第1に、
算数学習に関する研究や意見などの、教育方法に
関する情報である。この情報には、ICT活用に関
する調査・研究等も含まれる。次に教材に関する
情報、更に教育技術としてICTの具体的な活用方
法に関する情報がある。
　算数教材について知ることができる公的なサイ
トには、教育情報ナショナルセンター（nicer：
National Information Center for Educational 
Resources）http://www.nicer.go.jp/がある。平成
13年から、国立教育政策研究所で開発が始められ、
インターネット上の教育用コンテンツを登録、検
索可能にしたデータベースである。教育現場の利
用者が使いやすいように、教材を小学校、中学校、
高等学校の学習指導要領の分類等に基づき、体系
的に整理、検索できるようにしている。
　「算数授業ICT研究会」のホームページ（http://
www.sansu-ict.jp/link.html）では、主に株式会
社内田洋行のスクールプレゼンターを用いた教
育法や、その成果に関する情報を提供している。
2002年に株式会社内田洋行が発売したスクールプ
レゼンターは、学習教材のオーサリングツールで
ある。小学校１年生から６年生まで、各学年にあ
わせた分度器や三角定規、時計、はかりなど算数
の授業で使用するデジタル教具がそろっており、
コンテンツに関しては、小学館デジタルドリルシ
ステムを採用している。ドリル型のコンテンツで
手書き認識にも対応しており、自動採点が可能な
のが特長となっている。初心者にとっても利用情
報が手に入りやすいなど、ICTを効果的に活用す
ることが可能である。
　堀田ら（2008）は、算数科の教科書に準拠した
教室提示用のデジタル教材を開発し提供してい
る。教科書をベースとした、いわゆるデジタル教
科書であって、指導者、学習者とも内容を確認し
やすいものとなっている。コンピュータから、教
室の大型スクリーンに投影し、マウスの動きに
従ってリンクした内容にジャンプして、新たな情
報が提示されるなど、ハイパーリンクの利点を十
分に生かした教材である。
　日野市教育委員会（http://www.hino-tky.ed.jp/
ict-edu/）は、平成18年度からICT活用教育推進
室を設け、全ての教員がICTを活用できるよう、
4名のメディアコーディネータを配置し、全教員
への個別指導の結果、ICTを活用できない教員を
ゼロとした。また、信州大学教育学部附属教育実
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践総合センターとシャープシステムプロダクト株
式会社が共同開発した授業支援システム「インタ
ラクティブスタディ」を導入し、算数の授業にお
いて、生徒一人ひとりの理解度を個別に把握する
とともに、誤答を即座に分析しリアルタイムで指
導するなど、ICT活用によって教育効果を上げて
いる。
　兵庫県教育委員会の「教科等教材開発事業」は、
各教科のICT教材を開発、蓄積して県下の教育現
場に普及することを目的としている。算数教材に
関しては、氷上教育情報研究会が、少数ではある
が、主にパワーポイント形式およびPDFドキュ
メントで教材を提供している。
http://www.hyogo-c.ed.jp/~ictcnt/h20kyouzai/
shou_san_tanba/index.html
おわりに
　ICTは諸刃の剣である。豊富な教材に安心して、
自分で教材を工夫することが減少するとすれば、
教材情報を提供することの意味がなくなるであろ
う。
　数理統計学者として有名な、R.フィッシャーは、
幼少時から目が悪かったため、夕方以降、天文学
や数学の本を音読でしてもらい学習したという。
その結果彼に求められたのは具体物の観察だけで
はなく、数学的論理的思考であった。フィッシャー
は、幾何学的なセンスが特に優れていたという。
　ICTの活用においても、教材の視覚化だけを重
視することは間違いである。ICTを、教材を大量
に浴びせることができる仕組みと考えることは間
違っている。多様な情報を、考えるヒント、ある
いは手助けとして用いることが最も有効な手法で
あろう。情報を与え続けるのではなく、情報を的
確に返すことによって、スモールステップを用い
て疑問を持つことの楽しさを学ぶことができるの
である。
　「考えるときには黒板が良い」と言われる。こ
れは、情報を大量に与えることができるICT機器
の便利さに依存しすぎた結果ではないか。今後、
ますますICTが普及する中で、黒板以上の効果を
上げる工夫が必要なのである。
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